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　携帯電話やデジタル機器を使う生活がすっ
かり定着しました。当室でお聴きするお話の
なかでも度々話題に上ります。
　ＳＮＳに悪口を書かれる、ＳＮＳで仲間は
ずれにされる、勝手に個人情報を流される等、
思春期の子どものいじめ問題ではデジタル機
器が必ずといってよいほど登場します。こう
したいじめは事態の進行が早く、対応に苦慮
することが少なくありません。
　彼氏から、今いる所をテレビ電話で見せろ
と命令されるという女性の話を聞いたことも
あります。彼は彼女の顔を見ながら話すため
ではなく、彼女がどこにいるか、誰といるか

を監視するために、テレビ電話を使っていま
した。
　子どもの行動を把握するために、子どもの
スマートホンをこっそりとチェックしている
親もいます。ＧＰＳで移動経路がわかるので、
子どもが何も話さなくても、いつ、どこにい
たかがわかり、安心できるというのです。
　デジタル機器は、人間関係の促進に大きく
貢献する一方で、相手を支配する道具として
使われたとき、その関係性に脅威をもたらし
ます。そしてその危険は深刻になる一方です。
過去に戻ることができない以上、そのことに
自覚的になり、わたしたちの人権感覚を養う
ことが求められているように感じます。
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